
要旨　本稿では，幼児期から児童期にかけての他者との協同による学習について，対人関係及び社会性の発
達を概観した上で自己調整学習の観点から検討を行った．対人関係は，自己完結的で単発的な関わりから，
他者と目標やテーマを共有し協同し合う関わりへと変化していく．社会性についても，他者視点の取得や共
感性の発達に伴い，向社会的行動や道徳性を発達させていく．自己調整学習については自己の学習をモニタ
リング・コントロールし調整する自己調整の他，他者と一時的に調整を協調する共調整や共通目標のもと相
互に学習を調整し共有し合う社会的に共有された学習がある．幼稚園や小学校での学習を考える時には，一
般的な発達段階を踏まえた上で，共調整から自己調整への内化を踏まえてメタ認知や調整能力の発達を促す
ことや自他の視点の違いを踏まえて学習を調整しあうプロセスに注目することが重要であると考えられる．
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１．はじめに
学校での学習は，教師や仲間といった他者との関

わりの中で生じる．他者との関わりの中での学習
は，学級集団として子供達を一箇所に集め，一人ま
たは少数の教師が指導にあたるという学校教育の形
式から必然的にそうなるというばかりではない．子
供達は教師からの直接的な教授ばかりでは無く，教
師や他の子供を模倣したり彼らと相互作用したりす
ることによって，一人での学習とは異なる形で多く
のことを学習していると考えられる．

このように他者との関わりを積極的に活かした学
習を成り立たせることが望ましいという考え方は学
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習指導要領等にも現れている．特に平成29年に告示
された幼稚園教育要領（文部科学省, 2017a），小学
校学習指導要領（文部科学省, 2017b）等では「主
体的・対話的で深い学び」という言葉に含意される
ように，他者との協同や相互作用を通した学習を積
極的に意義づけていると思われる．言い換えると，
他者の存在は個々の子供の学習を成立させるための
リソースであり，他者との関わりを効果的に学習の
プロセスに組み込むことが求められていると言え
る．

しかし，他者との協同や相互作用を通した学習の
あり方は学校種や学年等によって，また子供の発達
段階によって異なることが考えられる．これは，学
校種や学年によって教育目標や学習内容が異なると
同時に，発達段階によって子供達の対人関係や社会
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性のあり方や認知能力が異なるからである．また，
他者との協同や相互作用を通した学習により様々な
能力や知識，技能を習得し成長するのは個々の子供
である．つまり，学級集団の中で教師と関わりなが
らの学習は，個人個人の自律的な学習へと結びつい
ていく必要がある．

そこで，本稿では幼児期から児童期にかけての他
者との協同による学習について，対人関係および社
会性の発達を概観した上で，自己調整学習の観点か
ら整理し，幼稚園や小学校等での学習について検討
を行う．

２．幼児期から児童期までの対人関係及び社会性の
発達の概観

2－1．対人関係の発達
ヒトの生涯発達について社会的な影響の大きさを

指摘したErikson（1973）は，人生を８つの段階に
分け，各段階で達成すべき発達課題を設定した．人
生の始まりである乳児期の発達課題は基本的信頼で
あり，これは重要な他者（多くの場合は特定の養
育者となる）との間に結ばれる信頼関係のことで
ある．このようにヒトの対人関係は養育者との間
の関係からスタートする．養育者との情緒的な結
びつきはアタッチメントと呼ばれ（Bowlby,1969），
養育者から情緒的に応答的な反応がもたらされる
ことにより安定したアタッチメントが成立する

（Ainsworth, Blehar, Waters & Wall, 1978）． 発 達
の過程におけるアタッチメントのタイプは，一定程
度の連続性があることが示されており（Wartner, 
Grossmann, Fremmer-Bombik &  Suess,1994；
Waters, Merrick, Treboux, Crowell & Albersheim, 
2000），またその後の社会的行動や人格特性を予
測するという結果も示されている（数井・遠藤，
2005）．発達早期における養育者との関係によって
形成された自己や他者に対するイメージは，その後
の対人関係の基盤となると考えられている．

それでは養育者や大人との関りが中心であった乳
児が子どもへ興味をもつようになるのはいつ頃であ
ろうか．丸山（2007）は，保育園０，１歳クラスの
観察を行い，０歳クラスの後半から他児に対する親
和的な動作が見られるようになることを報告して

いる．またEckerman, Whaley, & Kutz（1974）は，
初対面の２組の母子の相互作用を観察し，１歳半頃
から他児への働きかけの割合が増加することを示し
た．こうした報告から，乳児が養育者や大人だけで
なく子ども同士の関係が生じるのは１－２歳ころで
あると考えられる．

このように開始された仲間との対人関係は，幼児
期に入り主に遊びの中で展開していく．保育所保育
指針（2008）や幼稚園教育要領（2008）にも示され
ている通り，遊びは幼児期の重要な活動である．幼
児期の対人関係の主要な場となる遊びの発達につい
て，認知的観点からの分類と社会的観点からの分類
について紹介する．まず，認知的観点からの分類と
してPiaget（1945）は，自らの認知発達理論に準じ
て①機能遊び（感覚への刺激や身体を動かす活動
／外界との相互作用を通して，「原因と結果」，「手
段と目的」の関係を学ぶ遊び），②象徴的遊び（模
倣，見立て，ごっこ，想像，空想を伴う遊び／まま
ごとなどのごっこ遊び／積み木で何かを作るなどの
構成遊び），③ルール遊びと分類した．子どもは象
徴機能を獲得し始めることにより，ごっこ遊びが可
能になる．３歳児では簡単な見立てによるごっこ遊
びであったものが，５歳児になるとストーリーや装
置・小物の含まれた複雑なごっこ遊びとなる（中
沢，1979）．子どもたちは３歳児クラスの初期，そ
れぞれ自分のイメージに従ってごっこ遊びを展開す
るが，偶然にそのイメージが重なりあうことで，イ
メージの共有を求めるようになり（中沢，1979），
仲間と一緒に遊びを展開させていくことになる．
次に，社会的観点からの遊びの分類としてParten

（1932）は，２－５歳の子どもの保育室内での遊び
を観察し，①何もしていない行動／専念しない行動

（はっきりした遊びはしておらず，何かを見たり，
自分のからだをいじったりうろうろしているような
状態），②ひとり遊び（近くに子どもはいるが，一
緒に遊ぼうとはせず違う遊びをしている状態），③
傍観者的行動（他の子どもが遊んでいるのを見てい
るだけの状態），④並行的活動（他の子どもと近く
で同じような遊びをしているにも関わらず，自分の
遊びに夢中で子ども同士ではやりとりがない状態），
⑤連合遊び（仲間意識をもち，他の子どもと一緒に
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なって行う遊び，会話や物の貸し借りがあるが，役
割分担などは明確ではない状態），⑥協力遊び（テー
マや目的がはっきりした遊び，役割分担や競争的な
活動も生まれる状態）の６つに分類した．この６つ
の遊びのうち，③ひとり遊び，④並行遊びは２～３
歳半頃までに減少していき，反対に⑤連合遊びや⑥
協力・協働遊びが増加してくる．三宅・牟田（1979）
も１～６歳まで自由遊びを観察し，相互交渉のレベ
ルとして①行動が中心のレベル，②a 場面・役割設
定のないごっこ遊びのレベル，②b 場面・役割設定
のあるごっこ遊びのレベル，③協同遊びのレベルを
設定し，５歳クラスが③のレベルとなることを示し
た．Parten（1932）は②ひとり遊びが適応的では
ない遊びであると指摘していたが，ひとり遊びは
年少児から年長児に至るまで見られる遊びであり

（Smith，1978），ひとり遊びをしている子どもが必
ずしも社会的スキルが低く、社会的不適応状態にあ
るわけではない（大内・長尾・櫻井，2008；大内・
櫻井，2005）．

遊びの中で，子どもは活動を共有しているだけで
あった状態から，イメージを共有する状態へと関係
を発展させていく．子ども同士の関係が生じ，展開
していく中では，いざこざや葛藤も起きる．本郷・
杉山・玉井（1991）は，保育園における１，２歳児
同士の物の取り合いと保育者の働きかけを観察し，
初期に比較的多い相手の所持するものを取ろうとす
る行動は次第に減少し，それに伴って攻撃や要請な
どの相手に向けた行動が増加することを示した．ま
た３歳児におけるいざこざを１年間観察した木下・
朝生・斉藤（1986）は，３歳児のいざこざの原因が
物・場所の占有，不快な働きかけから，規則違反，
イメージのずれへと変化することを示した．さらに
いざこざの解決方法については，木下ら（1986）が
３歳児において１年間で無視・無抵抗，単純な抵
抗から相互理解へと変化したことを報告し，高坂

（1996）は言語的方略以外にも多くの方略を用いて
子どもがいざこざを解決しようとしていることを報
告した．また，岩田（2017）は幼稚園児の葛藤解決
について事例的な検討を行い，３歳クラス児では自
他の状況や立場の違いに気付くようなやりとりがな
されている様子が，４歳クラス児では過去の経験も

ふまえて自力解決を目指す一方で，相互合意的な解
決とはいい難い方略を用いる様子が，５歳クラス児
ではルールの共有や維持が葛藤解決において重要と
なり，相互調整的やりとりがより洗練されてくる様
子が報告された．同様に，長濱・高井（2011）は５
歳児になると葛藤の状況に応じて主張行動を変える
ことや，相手の欲求にも考慮しながら自己を主張し
ていく自他調整の方略を獲得することを報告した．
このように乳幼児期の子どもたちは視点取得や自他
の感情理解といった認知的な発達にともない，対人
関係の中で生じるいざこざ・葛藤の経験で自己と他
者の違いを認識し，他者の気持ちに気づくことがで
きるようになるとともに，自己の気持ちを調整した
り，他者との葛藤状況を解決するための方略を獲得
したりしていると考えられる．

ここまで概観してきた幼児期の仲間関係は児童期
に入るとどのように発達していくのだろうか．國
枝・古橋（2006）は，児童期においては依然養育者
にも心理的な依存はしているものの，心理的依存の
対象が養育者から友人へと移行していくことを示し
ており，児童期において仲間関係はより一層重要に
なると考えられる．遠藤（1990）は友人概念や友情
概念の発達的変化の特徴として，①一時的でこわれ
やすい関係から持続的関係への変化（友人関係の安
定性は年齢の上昇とともに増す），②自分の要求満
足のために友人が必要だという，功利的・自己中心
的な関係から，相互の要求を満足させる互恵的な関
係への変化，③いっしょに遊ぶ，何かするという行
動的・表面的な関係から，互いの考えや感情を共有
する，支え助け合う，相互に尊敬するといった，共
感的・人格的・内面的な関係への変化，の３点を挙
げている．またDamon（1983）は幼児期から児童
期にかけての仲間関係を次の表１のように整理して
いる．

さらに，保坂・岡村（1992）は児童期から青年期
にかけての友人関係の発達プロセスについての次の
仮説を示している．その仮説では，児童期後半とい
う養育者からの自立を目指すために友人関係を必要
とする時期にギャング・グループ（外面的な同一行
動による一体感（凝集性）が特徴）が，青年前期の
中学生頃にチャム・グループ（内面的な互いの類似
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性の確認による一体感（凝集性）が特徴）が，高校
生頃にピア・グループ（内面的にも外面的にも，互
いに自立した個人としての違いを認めあいながら共
存できる状態）が出現するとされている．つまり，
児童期において友人関係はより限定的で，親密なも
のとなっていくと考えられる．

２－２．向社会的行動の発達
他児との関りの中でみられる行動として，相手に

プラスの結果を与えようとして自発的に行う行動で
ある向社会的行動がある（Eisenberg & Mussen，
1989；Eisenberg，1992）．向社会的行動には，協
力，慰め，援助，分配，寄付，緊急援助などの行動
が含まれる．

他者のために行う行動である向社会的行動はど
のように発達していくのだろうか．Zahn-Waxler, 
Randke-Yarrow & King（1979）は，生後12か月こ
ろから泣くなどの苦痛を示している他児を慰める行
動が見られることを報告している．さらに，生後18
か月ころの子どもを観察した研究では，観察した子
どもの９割以上が自発的に母親への援助行動を行っ
ていた（Rheingold，1982）．また，加藤・大西・金
澤・日野林・南（2012）は２歳児において，自分と
親密度が高い他児が苦痛を示しているときに向社会
的行動をとりやすいことや，苦痛を示している他児
の特徴により向社会的行動のとりやすさが変わるこ
とを示した．幼児期になると，自由遊び時間に仲間
に対しておもちゃを貸す，物をとってあげる，協力
する，助ける，慰めるなどの向社会的行動が多数
みられるようになり（Strayer, Waring & Rushton，
1979），男児よりも女児で向社会的行動が多くみら
れる（島田・桂田，2015）．鹿子木（2014）は，乳
幼児期までの向社会性についての先行研究を概観
し，２歳ころまでの初期発達における向社会性は内
的に動機づけられており，他者に対する戦略性や選

択性がなく，３歳以降は助けるべき他者への戦略性
や選択性が見られるようになることを指摘し，その
変容の過程を明らかにする必要性を示している．児
童期では，小学校４年生から６年生にかけて向社会
的行動が増加することが実験場面の観察により示さ
れている（川島，1991）．また幼児期と同様に男児
よりも女児のほうが向社会的行動をとりやすく，異
性間よりも同性間で多く見られることが報告されて
いる（広田，1995）．

このように発達をする向社会的行動に影響を与
える代表的な要因として，役割取得能力や共感性
などの社会認知的発達と，親の養育態度・行動や
他児との相互作用などの経験が挙げられている．社
会認知的発達について，役割取得とは他者の感情や
情動反応，思考，観点，動機，意図を推測し，そ
れを理解する能力と定義づけられ（Eisenberg ＆ 
Mussen，1989），共感性とは他者の感情を認知した
際に自分自身に生じる感情反応と定義づけられてい
る（Hoffman，2000）．Eisenberg & Miller（1987）
がメタ分析により正の関連を確認した共感性と向社
会的行動であるが，日本国内でも幼児期において戸
田（2003）が共感につながる力としての感情認知
との関連を示している．また児童期においては首藤

（1985）が実験的に関連を示し，村上・西村・櫻井
（2014）が共感性の認知的側面である“他者感情へ
の敏感性”と共感性の感情的側面である“他者のネ
ガティブな感情への同情”が向社会的行動の促進に
つながることを示している．また本間・内山（2012）
は先行研究の外観から，社会的表示規則と向社会的
行動が密接に結びつくことを明らかにし，児童の学
校場面における向社会的行動を促すために社会的
表示規則を獲得することの必要性を指摘した．な
お，社会的表示規則とは与えられた状況に対して社
会的に適切な感情表現をすることである（Saarni，
1984）．他にも社会認知的発達として道徳性・道徳

時期 友人関係の特徴
幼児期～小学校低学年 遊んでいる仲間はみな友人であり，一緒にいることが楽しい
小学校中学年 気が合うもの同士が友人であり，お互いを信頼し，助け合う行動が見られる
小学校高学年 特定のものとより親密な関係を築き，考えや気持ちを共有することを重視する

表１　幼児期から児童期までの友人関係の特徴
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的判断があるが次節に示すこととする．親の養育態
度・行動や他児との相互作用については以下のよう
な知見が示されている．まず親の養育態度・行動に
ついては，向社会的行動を促進するものとして限定
的ではあるが受容的な養育態度や子どもへの関心の
高さが確認され（島田・桂田，2015；金子・新瀬，
2002），向社会的行動を抑制するものとして母親の
服従的，過保護，甘やかしといった養育態度や無
関心が確認されている（戸田，2006；金子・新瀬，
2002）．また，親の行動を見て真似をするモデリン
グにより社会的行動が増加することも示されている

（島田・桂田，2015）．なお，同様の結果は親ではな
いが保育助手がモデルになった場合も示されている

（Yarrow, Scott, & Zahn-Waxler，1973）．親の養育
態度・行動が子どもの向社会的行動を促進するプロ
セスについて武田・佐藤・菅原・昆（2005）は，発
達初期の特定の対象との愛着形成により基盤がつく
られ、身近な人のモデリング，環境や養育態度に
よって向社会的行動が促進されるとしている．次に
他児との相互作用について，若林（2008）が幼児期

（年長クラス）においても向社会的行動に関する協
同学習を行うことは可能であり，協同学習を行うこ
とで場面に対する思考の深化および結果予期を伴う
柔軟性を育む可能性が高いことを示している．また
この学習時に，他者の意見をもとに自分の考えを問
い直す姿勢を身につける事前学習が必要であること
も指摘している．

他にも向社会的行動に影響を与える要因として自
己認知などもある．幼児期の自己認知と向社会的行
動の関連を検討した伊藤（2006）の報告を示す．伊
藤（2006）はまず先行研究の概観から，向社会的行
動の原因を内的要因へ帰属した子どもは，状況など
の外的要因へ帰属した子どもよりもその後の向社会
的行動傾向が高く，自分がした向社会的行動を自分
の特性に帰属させる傾向が高まることを示してい
る．さらに観察調査の結果から，幼児期において評
価的側面についての自己認知が高い子ども，つまり
向社会的行動を行っているという自己評価が高い子
どもは，低い子どもよりも友達の困窮場面に遭遇す
る回数が多く，困窮場面を改善する回数が多いこ
と，また仲間との連合遊びの中で困窮場面に遭遇す

る回数が多いことを示した．

２－３．道徳性の発達
向社会的行動に影響を与える要因でもある道

徳性の発達について代表的な理論としてPiagetと
Kohlbergの理論がある．Piaget（1954）はインタ
ビュー調査や観察調査を行い，道徳が他律的なもの
から自律的なものへと変化すると考えた．具体的に
は，ルールに無関心な幼児期，大人から与えられた
もの，従わなければならないものとみる児童期の前
半，自分たちの共同的な取り決めとみる児童期中盤
と発達していく．児童期までの発達を示したPiaget
に対してKohlberg（1969）は対象となる発達段階
を広げ，ジレンマ課題を用いて道徳的判断の発達過
程を検討した．その結果，Ⅰ．前慣習的水準（１．
罰と服従への志向性，２．報酬と取引への志向性），
Ⅱ．慣習的水準（３．対人的同調への志向性，４．
法と秩序への志向性），Ⅲ．後慣習的水準（５．社
会的契約への志向性，６．普遍的倫理への志向性）
の３水準６段階が示され，日本においては小学校高
学年の７割以上が②慣習的水準にあること（櫻井，
2011）や，アメリカと比較して慣習的水準に到達す
るのが早いが，後慣習的水準に到達するのが遅いこ
と（山岸，1985）が示されている．

一方で，PiagetとKohlbergの理論では道徳性がど
の文化にもあてはまる普遍的なものとされているこ
とに対して批判が生じ，Turiel（1983）により社会
に関する知識は「道徳」「社会的慣習」「個人」とい
う質的に異なる３つの領域に分けられる領域特殊理
論が示された．またPiagetとKohlbergの理論では
幼児期における道徳性の発達はほとんどみられない
とされていたが，Damon（1975；1980）が公正分
配の発達段階を示し，幼児期においても道徳性の発
達がみられることを示した．日本でも渡辺（1986a；
b）がDamon（1975；1980）の公正分配の発達段階
を確認し，分配の様式について①利己的分配（主に
幼児期にみられる），②平等分配（６，７歳ころにみ
られる），③公平分配（８，９歳ころからみられ始め
る）の３様式を示し，幼児期から児童期までの発達
を明らかにした．さらに，Kohlbergの理論が禁止
に方向づけられた側面しか扱っていないことを批判
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したEisenberg-Berg（1979）は，向社会的な側面
に焦点化した道徳的判断について検討し，Ⅰ．快楽
主義的・自己焦点的な志向，Ⅱ．他者の要求への志
向，Ⅲ．承認および対人的な志向，Ⅳ．自己反省的
な共感志向，Ⅴ．強く内面化されたレベルの５つの
段階を示した．宗像・二宮（1985）は幼稚園児から
高校生までを対象にアイゼンバーグの向社会的な道
徳判断の発達を検討し，概ね支持する結果を得てい
る．

学校における様々な困難状況が散見され，道徳
性・道徳判断を発達させるための支援が求められる
ようになる中，渡辺（2014）は道徳性と向社会的行
動についての先行研究を概観し，学校における予防
教育としての道徳性・向社会的行動の育成について
論じている．その中で，道徳教育のプログラムの１
つとしてVoice of Love and Freedomが紹介されて
いる．このVFLプログラムは絵本を用いて，他者
視点を獲得するとともに，自己の視点を相対的に動
かすことのできるメタ的な視点を獲得すること目指
している．日本においても幼稚園から高校までの各
学校段階においてその効果が確認されている（渡
辺，2002）．

３．自己調整学習と他者との協同による学習
学校教育の目的の一つは，子供が自律的に学習に

取り組み，様々な概念的知識やスキルを習得するこ
とである．そして，この目的のために学校ではしば
しば他者と協同しての学習活動が取り入れられる．
本章では，この点について自己調整学習の観点から
検討する．

３－１．自己調整学習の社会的認知モデル
自己調整学習とは，学習者が自らの目標を達

成するために組織的に方向づけられた認知や感
情，行動を開始し持続させるプロセスのことを指
す（Zimmerman & Schunk, 2011）．自己調整学習
のモデル化は様々な研究者によって行われている

（Zimmerman, 1989; Pintrich, 2000; Efklides, 2011; 
Winne, 2001等）が，いずれのモデルにおいても認
知や動機づけを含む自己の認知や学習のプロセスを
モニタリングし，コントロールすることが含まれて

いる．ここでのモニタリングとはメタレベルの認知
が対象レベルで自然に進行している認知や学習につ
いて情報を取得することを，コントロールとはメタ
レベルの認知が対象レベルの認知や学習を修正する
ことを指す．このメタレベルの認知は，メタ認知と
呼ばれ，自己調整学習を支える重要な認知機能であ
ることが指摘されている．例えば，代表的なモデ
ルである社会的認知モデル（Zimmerman, 2000等）
では，自己調整学習を「予見と計画」「遂行」「省
察」の３つの段階から成る循環的なプロセスとして
いるが，その各段階でモニタリングとコントロール
が関与していると考えられる（三宮, 2008）．自己調
整学習の３段階とメタ認知の関係を図１に示す。

また，Zimmermanは自己調整学習の発達につい
て４つのレベルを想定している（Zimmerman, 2000
等）．第１のレベルは観察レベルである．このレベ
ルでは，学習者は大人や年長の子供等の自分より熟
達したスキルを持つモデルを観察したり，言葉によ
る説明を聞いたりしてスキルを学習する．同時に，
課題達成の基準や動機づけ，課題の価値等について
も学習する．ただし，このレベルでは必ずしもスキ
ルの実行が可能になっているわけではない．第２の
レベルは模倣レベルである．このレベルでは学習者
はモデルのスキルをそのまま真似るのでは無く，ス
キルがどのような機能を持っているかを踏まえた上
で一般的なパターンやスタイルを習得する．模倣レ
ベルでは，モデルが指導を行ったりフィードバック
を与えたりすることで学習が促進され，実際にスキ
ルを実行することが可能になる．第３，第４のレベ
ルは，学習者自身が，モデルや教師を離れて自分自
身で適切に学習を進めることに関わる．第３のレベ
ルは自己制御レベルであり，学習者はモデルの観察
や指導を通して内化された表象をもとに，モデルが
いない状況でスキルを実行することで学習を進め
る．また，観察を通して学習した達成基準に照らし
てスキル実行の結果を評価し自己強化がなされる．
第４のレベルは自己調整レベルである．このレベル
では学習者は習得したスキルを状況に応じて柔軟に
選択したり修正して用いたりすることができる．こ
のレベルではスキルの実行により課題を達成するこ
とそのものにより自己効力感を高めるようになる．
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４つのレベルは他者の直接的な観察による学習から
内的表象に基づく自己的な学習という流れになって
いる．この自己調整学習の発達レベルは年齢に応じ
た発達段階というよりは，それぞれのスキルが自己
調整的に使用されるに至るまでの学習に伴う熟達化
の過程を示していると考えられる．ただし，より高
いレベルに到達するにはメタ認知をはじめとする一
般的な認知能力が必要とされると考えられることか
ら，年齢に応じた発達の様相との関連も考慮する必
要はあるだろう．

以上から，自己調整学習には，自らの学習プロセ
スを適切にモニタリングしたりコントロールしたり
するメタ認知の働きが重要であること，またモデル
として適切な他者を観察しそのスキルを内面化する
プロセスとが深く関わっていることが指摘できる．

３－２．メタ認知及び自己調整の発達と他者との関
わり

メタ認知は児童期以降の学習において重要な役割
を果たしていることは近年とみに指摘され，注目さ
れている．一般に，メタ認知の機能が学習に対し
て効果的に働くようになるのは，８～ 10歳頃から
と考えられてきた（Veenman et al., 2006等）．例え

ば，メタ認知研究の先駆であるメタ記憶についての
研究では，就学前の幼児では，記憶能力の限界につ
いての認識が乏しかったり（Flavell et al., 1970），
自分が学習すべき項目を覚えられているかどうかを
チェックするための方略を自発的に使用しなかった
り（Flavell et al., 1966）というように，記憶につ
いてのメタ認知が十分に機能していないことを明ら
かにしている．

しかし，幼児期においても，メタ認知への前兆や
原初型としてのメタ認知は認められるという指摘も
あり，幼児期におけるメタ認知への支援のあり方も
検討されている（藤谷, 2011）．

また，メタ認知と自己調整学習の発達を考えるに
は，人は一人ではなく他者と共に調整を行う存在で
もあることにも着目せねばならない．一般的に，自
己調整とは，自分自身の認知や学習，動機づけ等に
対して調整を行うことを指す．しかし，このような
調整は常に一人の中で完結する「自己調整」な訳で
はない．共に活動する他者の認知や学習等に対して
モニタリングやコントロールを行う（つまり自己と
他者の間で一時的に自己調整を協調する）こともあ
れば，集団での活動時にメンバー全体で目標設定や
計画，遂行状況のモニタリングとコントロールを行

予見の段階

遂行の段階

振り返りの段階

モニタリング

課題の困難度の再評価
方略の実行状況の点検

課題達成の予想と実際の
ずれの感知

コントロール

目標の修正
計画の修正
方略の変更

モニタリング

課題の困難度評価
達成可能性の予想

コントロール

目標設定
計画（段取り・時間配分）

方略の選択

モニタリング

課題達成度を評価
成功や失敗の原因分析

達成結果から生じる感
情の評価

コントロール

（次回に向けて）
目標の再設定
再計画

方略再選択

図１ 自己調整学習の3段階とメタ認知の関係（三宮(2008)，Zimmerman(2000)をもとに作成）

図１　自己調整学習の３段階とメタ認知の関係（三宮（2008），Zimmerman（2000）をもとに作成）
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うといったこともある．前者は共調整学習，後者は
社会的に共有された調整学習と呼ばれる（Hadwin 
et al., 2011）．Whitebread et al.（2007）は，これら
の点に注目して，幼稚園の教室における一人での活
動や協同での活動の中でメタ認知や自己調整学習に
ついて検討している．彼らは英国の幼稚園での３～
５歳時の様子を２年間にわたって記録し，メタ認知
的知識やメタ認知的調整，感情や動機づけの調整等
のメタ認知的行動がどのような時に生じやすいかを
分析した．その結果，メタ認知的調整は，一人での
活動に比べて，ペアや小集団で生じやすいこと，ま
た大人が介在しているときよりも幼児だけで活動し
ている時の方が生じやすいことが明らかになった．
また，自己調整の起こりやすさは一人で活動してい
るか集団で活動しているかによって違いは無いが，
共調整や社会的に共有された調整は，一人での活動
よりも大人無しでの集団での活動の方が生じやすい
ことが明らかになった．ただし，この結果は一人で
の活動や大人との活動時にはメタ認知や調整が生じ
ていないことを示すのでは無く，それらが内的に生
じている可能性は十分にある．また，幼児の活動に
対する大人の関わり方は状況等に応じて多様で有
り，時に応じてより高次なメタ認知や調整を促して
いることも考えられる．

他者との関わりによる学習の調整，特に共調整学
習は，自己調整学習を進める手段として捉えること
ができる．この考え方は，高次の精神機能は，社会
的・文化的な文脈において他者との交流を媒介する
機能から，個人内の思考を媒介する機能へと内化さ
れるという考え方に基づいている（Vygotsky, 1978
等）．ここでの内化とは，学習者が外的に行ってい
た操作を内的に再構成することを指す．共調整が自
己調整学習を進める手段として捉えられるのは，他
者の行為に対してモニタリングやコントロール，調
整といった働きかけを行ったり，またそのような働
きかけを他者から受けたりといったやりとりが内化
され，自らの認知や学習に対して自分自身でそれら
の働きかけが出来るようになるという考えに基づい
ている．また，他者との関わりによる学習の調整に
は，自己調整やメタ認知を他者との協同の中で発揮
し，集団としての学習成果を高めるという面もあ

る．特に，社会的に共有された調整学習について
は，協同で目標を設定・共有し，その目標に向かっ
て自己の学習と他者の学習との両方を認知し調整し
あうような学習を想定しており，個人の自己調整能
力やメタ認知を基盤として進められると言えよう．

４．対人関係・社会性の発達と学習に関わる認知能
力の発達との関係

ここでは２章で述べてきた対人関係や社会性の発
達と，３章で述べてきた自己調整学習に関連した認
知能力の発達との関係を整理し，幼児期から児童期
にかけての他者との協同による学習と指導のあり方
について考えたい．

まず，１～２歳児頃までの発達の初期は，養育者
とのアタッチメントを基盤としながら，他の子供と
関わりを経験しはじめる時期であると考えられる．
この時期には，受容的で子供の自律性を重んずる環
境のもと，養育者等のモデリングを通じて向社会的
行動を学習し他児との親和的な関係を構築したり，
一人で，あるいは他児と並行的に遊びを行ったりし
ながら自分自身の行為とその結果，何らかの目的を
達成するために存在する手段といった概念を獲得す
る等，後の他者との協同を通した学習の基礎となる
能力を発達させていると考えられる．

３歳頃になると，他児と仲間意識を持ち会話な
どのやり取りをしながら遊ぶ等の活動が生じてく
る．このような活動では幼児同士のいざこざが生じ
たり，遊びをより発展させていくために他児の行動
に介入したりすることが行われると考えられ，その
ような経験の中で幼児は自己の調整や共調整を経験
し，調整能力を発達させていくと考えられる．例え
ば，いざこざの解決では，実力行使や抵抗といった
手段から，相手の認知を調整しようとする主張や提
案などの働きかけや，活動が依拠している枠組への
言及である規則違反や活動に対して想定されている
イメージのずれを指摘するといったことが生じてく
る．また，いざこざを避けたり自分の目標を達成し
たりするために，自己の情動や動機づけを調整する
といった行動も見られる．先述の通り，自他の調整
は，教師の主導により円滑に活動が進んでいる時
よりも，幼児だけで相互作用を行う時に生じやす
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い（Whitebread et al., 2007）．これは幼児だけで活
動を進めることで互いが意図したような結果になら
ず，何らかの調整が必要な場面が生じるためと推測
できる．ただし，幼児らによる共調整は必ずしも上
手くいくとは限らない．そのような場において，教
師や他の大人が調整に介入することでメタ認知のレ
ベルを高め，より高いレベルの調整を内化する契機
となると考えられるだろう．そして，このような調
整能力の高まりが会話等のやりとりを通してテーマ
や目標を共有したり役割を分担しての協同遊びを可
能にしていくと思われる．

子供の同士の共調整と教師等の大人による調整へ
の介入は幼児期を終え児童期に入っても継続し，メ
タ認知と自己調整力の発達を促していると考えられ
る．それと同時に，学校においては頻繁に他者の視
点に立って考えることが求められる．例えば，２章
で取り上げたVFLプログラムは他者視点の獲得と
自己視点の相対化によって道徳性と向社会的行動を
育成することを意図している．同時に，小学校以降
の学習では，小集団や学級全体で話し手と聞き手，
司会と発表者等のように役割を分担しつつ，共通に
設定された学習目標を達成するために互いの学習を
調整し共有していくといった学習活動が頻繁に行わ
れる．これらの中で子供は社会的に共有された調整
学習を経験し，自己調整と共に協同で学習や認知，
行動，さらには感情や動機づけを調整することを学
習していくと考えられる．協同によって共調整や社
会的に共有された調整を促し学習の質を高める指導
法としては，読解における相互教授法（Palinscar 
& Brown, 1984），作文における協同プランニング

（Flower et al., 1996），知識構成型ジグソー法（三
宅他, 2016）等がある．これらの指導法はいずれも
成果を上げているが，その背景には個々の学習者の
メタ認知と自己調整への着目の他に，共調整という
形で自己の学習状況に対するメタ認知の働きを他児
から受けるという点も大きいと考えられる．

５．まとめ
本稿では，幼児期から児童期にかけての対人関係

及び社会性の発達と他者との協同や相互作用を通し
た学習のあり方を，自己調整学習の観点から整理し

検討した．指導要領等に示される通り，学習におけ
る他者，特に他児との関わりは重要な意味を持つ．
ただし，学習において他児との関わりがどのような
意味を持つかは，全体的な発達の段階や個々のスキ
ルや知識の習熟の度合いによって変わってくると考
えられる．実際に幼稚園や小学校等で学習活動や学
習環境を設計する際にはそれらを考慮する必要があ
ろう．
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